
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●就任にあたり                        

長く厳しい冬も終わりを迎え、春の暖かな日差しを肌身に

感じる季節となりました。盟友並びに組合員の皆様方におか

れましてはご多忙の日々をお過ごしのことと存じます。 

この度、第 71回定期総会にて令和 3年度の青年部長という

大役を仰せつかることとなりました。 

 私自身、大変微力ではございますが、役員一同想いを一つ 

にし、盟友の皆様のご協力のもと精一杯務めさせて頂きたい 

と思っています。 

私達青年部といたしましても、日々変化する農業政策、国際

情勢を把握し、明日の担い手としてこれからの食を担う農業者となるべく多岐にわたる学

習会や研修会、次世代を担う子供達への食育活動を進め、幅広く発信していく中で、消費者

との強い信頼関係を築き、農業青年として夢と誇りを持ち、未来の農業の更なる発展のため

に取り組んで参りますので、今まで同様、組合員の皆様には青年部活動へのご理解をお願い

致します。 

 

●青年部長として今年の活動の抱負は 

昨年は、新型コロナウイルスが猛威を振るい、国難ともいえる状況下であったと言えます。

また、青年部活動においても、感染拡大の恐れがあることから、事業を中止せざるを得ない

状況でありました。本年も昨年と同様、青年部活動といたしましても、例年通りの活動が困

難であろうかと思われますが、今できることを役員一同しっかりと協議し、本年度の青年部

活動を考えていきたいと思っています。 

また、他の農協青年部に比べ部員数は少ない傾向にありますが、少人数であるからこそ部

員間の距離が近く、より強い絆が築けていると思いますので、その絆を胸に地域に貢献でき

る青年部活動を目指していきたいと考えています。 

私達青年部に、今何を求められ何ができるのかを考え、より充実し意味のある事業展開を

していきたいと思っています。 
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●若い部員に対し先輩としての期待や要望は 

青年部は、年齢を問わず交流を深め、情報交換のできるとても良い機会です。同じ業種で

すが、様々な経営戦略があります。仲間の農業に対する姿勢の中で、必ず参考になることが

あると思います。 

同じ農業者として末永く付き合っていける仲間づくりは地域農業の結束を高めるという

ことに繋がると考えますので、この青年部をうまく利用して、自身の営農に活かして頂きた

いです。 

また、怪我の無いよう十分注意して、作業を進められることをお願いします。 

 

●モットーは 

焦らず、慌てず、心に余裕を持つことを心掛けています。見聞きしたことにすぐ答えを出

すのではなく、色々な方向から物事を考えるように注意しています。 

 

●これからの農業について 

日ＥＵ・ＥＰＡ協定や日米貿易協定が発効されるなど、国際情勢は依然として油断を許さ

ない状況であり、先行きが不透明な状態が続いてはおりますが、決して悲観することなく、

堅実な地に足をつけた営農が重要であると思っています。 

また、ＩＣＴ農業の普及に伴い、最新の農機具にも目を向け、より効率的な農業を目指し

ていくことも重要であると考えています。そのためにも、人と人との繋がりから結束力を高

め、たくさんの情報・知識を共有していくことも大切だと思います。 

 

 

 

 

第７１回札内農協青年部定期総会が

３月９日に開催されました。 

昨年度に引き続き、今年度の定期総会

につきましても、新型コロナウイルスの

感染拡大を考慮し、書面議決による定期

総会の開催となりました。 

青年部定期総会においては、書面議決

の結果に基づき、令和２年度事業報告並

びに収支決算報告、令和３年度事業計画

並びに収支予算について等の議案第１

号から第４号が原案通り承認されました。 

令和２年度事業においては、新型コロナウイルスの感染拡大の影響もあり、ほとんどの事

業を中止せざるを得ない状況でしたが、令和３年度の事業につきましては、感染拡大防止策

の徹底を図りながら、出来る限り青年部事業を遂行していくことを確認しました。 

また、任期満了に伴う役員改選では、新執行体制が決定されました。 



 

 

 

第６９回札内農協女性部定期総会

が３月１５日に開催されました。 

昨年度に引き続き、今年度の定期総

会につきましても、新型コロナウイル

スの感染拡大を考慮し、書面議決によ

る定期総会の開催となりました。 

定期総会においては、書面議決の結

果に基づき、令和２年度事業報告並び

に収支決算報告、令和３年度部員負担

金の決定並びに徴収方法、令和３年度

事業計画並びに収支予算について等

の議案第１号から第４号が原案通り承認されました。 

令和２年度事業につきましては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響もあり、毎

年開催されている研修会等を自粛することとなりましたが、そのような中でも、感染対策を

徹底した上で、７月には女性部下部組織との合同役員会、８月には生涯学習会を開催しまし

た。 

また、任期満了に伴う役員改選では、新執行体制が決定されました。 

 

 

 

 

女性部友の会の定期総会が３月１７日に開催されま

した。 

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、書面議決

による定期総会の開催となりました。 

新年度の事業計画等が書面議決にて承認され、任期満

了に伴う役員改選では、新執行体制が決定されました。 

 

 

 

 

ながいも「とかち太郎」の栽培技術研修会が２月２６日に農協２階会議室にて開催されま

した。 

本研修会では、十勝農協連農産課の職員を講師に招き、令和３年産より、品種が「とかち

太郎」へ変更するにあたり、新品種の特徴や栽培方法、安定生産に向けた基本技術の再確認

等の研修を行いました。 



「とかち太郎」につきましては、平成２５年に 

十勝農試など４者で共同育成され、平成２９年に 

品種登録されました。形状やいも長・内部品質は 

既存品種とほぼ同等ではありますが、いも径やい 

も重・収量は既存品種よりも上回るとされており、 

今後期待される品種となっております。 

 

  

 

 

令和３年度第１回農事組合長会議が４月１３

日に農協２階会議室にて開催されました。 

本年度より、農事組合長会議につきましては、

昨年度に策定した「農事組合組織運営規程」に基

づきながら開催されることとなり、今回の第１回

農事組合長会議では、農事組合長会の役員選出、

年間行事予定の確認、農協事業に対する意見や要

望等が協議されました。 


